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Ａ
受
賞

　
第
二
回
読
売
国
際
協
力
賞
を
受
芦
し
た
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
（
ア
ム
ダ
自
フ
ジ
了
医
町
迪
絡
協
議
息

は
日
本
に
本
拠
を
畦
き
世
界
を
舞
台
に
活
躍
す
る
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
民
間
活
動
団
体
）
だ
。
蜀
近
、

わ
が
国
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
活
動
も
充
実
し
て
さ
尼
が
、
専
門
校
柘
が
求
め
公
い
る
医
療
救
助
活
動
の
分

野
で
は
国
際
的
な
医
療
専
門
Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
比
較
し
て
ま
だ
遥
れ
が
目
立
つ
。
「
日
本
人
の
如
が
見

え
る
Ｓ
際
貢
献
」
の
担
い
手
と
し
て
奮
闘
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
こ
れ
ま
で
の
活
動
と
世
界
の
医
療

li

H
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Ｔ
Ｉ
　
羞
戻
で
は
初
漫
順
仮

救
援
活
動
だ
。
同
年
十
二
月
、

医
師
で
あ
る
菅
波
代
表
と
一
入

の
日
本
人
医
学
生
か
タ
イ
の
カ

オ
イ
ダ
ン
難
民
キ
ャ
ン
プ
に
か

け
つ
け
た
が
、
駅
秤
の
国
際
Ｎ

Ｇ
Ｏ
が
そ
れ
ぞ
れ
の
目
的
を
持

っ
て
し
っ
か
ｙ
級
を
張
る
犀

民
キ
ャ
ン
ブ
で
は
善
意
だ
け
で

は
何
も
出
来
な
い
こ
と
を
悟
り

帰
国
し
た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
国
際
医
療
救

振
肪
動
に
は
現
地
と
の
パ
イ
プ

と
組
織
の
必
要
性
を
痛
感
し
た

菅
波
代
表
ら
は
そ
の
後
、
日
本

で
学
ん
だ
ア
ジ
ア
の
医
学
生
た

ち
に
呼
び
掛
け
「
ア
ジ
ア
医
学

生
会
議
」
を
設
立
、
八
四
年
八

難民救援活動が原点

日口の地震でも活躍
ン
バ
ー
を
都
遠
、
海
外
で
の
経

験
を
缶
か
し
た
緊
急
医
憬
ｉ

は
大
喪
尽
成
果
を
上
げ
た
。
ま

た
、
そ
の
後
の
ロ
シ
ア
・
サ
ハ

リ
ン
大
地
餌
で
も
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
し
て
忌
初
に
現
地
に
入
り
被

災
者
の
救
護
に
あ
た
っ
て
い

る
。

　
現
在
は
海
外
に
十
四
布
痴
を

廊
今
金
員
数
は
日
本
に
七
百

人
、
ア
ジ
ア
十
五
か
国
に
二
百

人
。
六
月
に
は
日
本
の
医
療
Ｎ

Ｇ
Ｑ
と
し
て
初
め
て
匡
浦
認
定

の
Ｎ
Ｇ
Ｏ
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
ー
）

に
登
録
さ
れ
、
日
本
か
ら
フ
ジ

フ
、
さ
ら
に
世
界
の
医
療
Ｎ
Ｇ

Ｃ
と
し
て
の
迦
を
碍
実
に
歩
み

つ
つ
あ
る
。
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菅
波
茂
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
代
表
仰
に
聞
く
三

闇1

W:回
求
す
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
十
年
余
に
わ
た

り
、
世
界
各
地
で
緊
急
医
療
援

助
を
核
と
し
た
活
動
を
続
け
て

池
ま
し
た
。
過
去
の
活
動
は
、

本
部
を
震
く
岡
山
市
の
菅
波
内
科
医
院
で

Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
に
つ
い
て
語
る
菅
波
茂
代
表

日
本
か
ら
目
に
つ
き
に
く
い
場

所
が
主
で
し
た
が
、
昨
年
以
降
、

日
本
が
Ｐ
Ｋ
Ｏ
（
国
連
平
和
艦

持
活
動
）
に
参
加
し
た
ル
ワ
ン

ダ
内
戦
や
阪
神
大
震
災
、
サ
ハ

リ
ン
震
災
で
の
活
動
が
撹
な

｛
ｑ
芯
際
、
官
民
の
別
は
あ
り
ま

せ
ん
。
「
日
本
は
八
月
か
ら
疸

肋
に
参
加
し
た
」
と
の
評
価
を

得
て
、
対
応
の
遅
れ
た
湾
岸
戦

争
の
汚
名
返
上
に
寄
与
し
た
と

確
信
し
て
い
ま
す
。

　
阪
神
大
震
災
は
国
内
初
の
緊

急
医
療
活
動
で
し
た
が
、
当
日

午
後
一
時
に
は
医
師
団
派
遣
を

を
『
お
返
し
』
し
た
い
の
だ
」

と
、
ロ
シ
ア
当
局
に
再
三
申
し

入
れ
、
活
動
許
可
を
得
ま
し
た
。

「
親
切
の
心
」
は
世
界
共
通
だ

と
実
感
し
寥
し
た
。

　
振
り
返
る
と
、
人
道
援
助
は

長
く
欧
米
の
専
売
特
許
で
し

た
。
だ
が
、
ア
ジ
ア
や
ア
フ
リ

二
段
構
え
″
の
医
療
支
援

　
　
「
仲
間
助
け
よ
う
」
広
が
る
輪

只
く
し
く
な
旨
を
集
め
る

結
果
に
な
っ
た
の
だ
と
思
い
ま

す
。

　
ル
ワ
ン
ダ
ヘ
は
、
九
四
年
十

映
定
し
、
「
艇
地
で
考
え
る
」

・
と
の
モ
ッ
ト
ー
を
体
現
で
き
ま

し
た
ｏ
災
害
救
援
の
成
否
は
三

　
ル
ワ
ン
ダ
ヘ
は
、
九
四
年
十
日
間
で
決
ま
り
ま
す
。
ま
ず
現

月
の
自
衛
賠
隊
派
遣
に
先
駆
一
に
医
師
を
送
り
、
状
況
を
把

け
、
内
戦
、
一
か
月
後
の
同
艇
し
、
第
二
障
を
本
格
的
に
出

年
五
月
に
先
遣
隊
を
派
遣
、
八

月
か
ら
は
岡
山
カ
ト
リ
ッ
ク
教

会
と
共
同
で
活
動
を
展
開
し
ま

し
た
。

　
一
国
の
活
動
を
他
国
が
評
価

す
。
「
ワ
ン
・
ツ
ー
」
の
行
動

が
派
遣
の
鉄
則
で
す
。

　
サ
ハ
リ
ン
で
は
当
初
、
援
助

受
け
入
れ
を
拒
否
さ
れ
ま
し

た
。
だ
が
、
「
鍬
国
か
ら
い
た

力
の
披
援
助
国
が
、
自
ら
援
助

を
行
う
こ
と
に
無
間
八
ｙ
μ
わ
け

で
は
あ
り
ま
呑
ん
。
そ
れ
は
、

日
本
の
ほ
か
ア
ジ
ア
の
医
師
が

数
多
く
参
加
す
る
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の

ア
ジ
ア
多
国
耀
医
師
団
の
活
動

が
証
明
し
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
現
地
の
Ｎ
Ｇ
Ｏ

と
汗
を
流
し
、
理
解
と
信
頼
を

深
め
合
う
相
互
扶
助
の
思
想
で

恚
Ｉ
鳶
め
て
さ
Ｆ
だ
。
前

好
例
で
す
。
「
お
互
い
知
り
台

っ
て
い
る
仲
間
を
助
け
ふ
こ

と
の
凪
い
が
私
た
ち
を
動
か

し
、
活
動
そ
の
も
の
試
身
内
’
一

の
輪
を
広
げ
て
き
た
・
－
‐
‐
。
そ

れ
が
、
十
年
に
わ
た
る
Ａ
Ｍ
Ｄ

Ａ
の
歩
み
だ
っ
た
と
言
え
ま
し

ょ
う
。

　
時
代
の
要
請
が
私
た
ち
を
求

め
、
活
勣
池
域
も
ぶ
が
ｎ
ま
し
。

だ
。
冷
戦
終
結
後
は
、
ア
フ
リ

カ
と
欧
州
で
の
比
重
が
増
し
て

い
末
冤
号
っ
べ
き
は
、
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
を
必
要
と
す
る
世
界
情
勢

で
す
。

ヤ

叉｜
し
た
。
ル
ワ
ン
ダ
で
の
出
来
事

で
す
。
命
の
輝
亭
こ
平
和
の
尊

さ
…
…
。
私
た
ち
は
、
今
後
も

求
め
公
Ｓ
で
あ
ろ
う
使
命
の

重
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。
（
談
）

〃 ･ - j ＝ =

人
種
、
思
想
超
え
救
命

　
　
　
特
殊
技
能
生
か
し
て
貢
献

IU

］

が
、
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
な
る
と
医
ア
か
ら
の
独
立
を
図
り
＆
ハ
敗
、

師
、
看
護
婦
な
ぶ
掻
な
技
能
そ
の
後
に
発
生
し
た
「
ビ
ア
フ

を
持
つ
メ
ン
バ
ー
の
参
加
か
ら
ラ
飢
察
ん
」
を
救
・
っ
た
め
に
か

駝
件
と
な
萱
咬
数
は
限
け
つ
け
た
仏
人
医
師
数
ハ
が
中

５
ｎ
て
く
る
。
そ
の
意
味
で
Ｎ

Ｇ
Ｏ
の
中
で
も
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
は

貴
重
な
き
在
だ
。
　
－

　
国
際
的
な
医
療
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と
し

て
求
ず
最
初
に
挙
げ
ら
れ
る
の

が
パ
リ
に
本
部
を
Ｉ
く
「
国
境

心
と
な
っ
て
七
一
年
に
設
立
さ

れ
た
Ｑ
設
立
の
基
本
精
神
は
「
人

種
、
宗
教
、
政
治
思
想
な
ど
に

関
係
な
く
忿
機
に
ひ
ん
し
て
い

る
人
々
へ
の
救
援
」
。

　
そ
の
後
、
Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
活
動
は

着
実
に
拡
大
、
世
界
各
地
の
戦

災
地
、
難
民
キ
ャ
ン
プ
、
自
然

災
害
の
発
生
地
な
ど
に
迅
速
に

か
け
つ
け
効
果
的
な
医
療
救
援

活
動
を
行
っ
て
き
た
。
八
〇
年

に
は
欧
州
支
那
、
九
〇
年
に
は

ア
メ
リ
カ
支
部
、
九
二
年
に
は
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日
本
支
部
も
設
な
さ
れ
、
現
在
、

邑
界
各
地
に
十
二
の
事
務
所
を

一
気
ハ
于
ハ
以
上
の
医
師
、

看
護
婦
、
後
方
支
患
ス
タ
ッ
フ

が
世
界
の
約
八
十
か
所
で
活
動

を
晴
け
て
い
る
。

　
そ
の
巨
大
な
組
織
を
支
え
て

い
る
の
は
欧
州
連
合
（
Ｅ
ｇ
、

国
連
難
民
高
等
弁
硲
官
事
聊
所

　
（
Ｕ
Ｎ
Ｈ
Ｃ
Ｒ
）
か
ら
の
補
助

今
し
か
し
、
全
予
算
の
半
分

は
世
界
各
国
約
九
十
万
の
個

人
、
企
業
、
団
体
か
ら
の
寄
付
。

中
で
も
個
人
の
寄
付
が
多
く
、

そ
れ
が
Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
持
続
性
の
あ

る
幅
広
い
医
療
救
援
活
動
を
支

え
て
い
る
と
孵
ｐ
れ
る
。

　
Ｍ
Ｓ
Ｆ
と
並
ぶ
二
大
医
療
Ｎ

Ｇ
Ｏ
は
同
じ
く
パ
リ
に
本
郷
を

雲
く
「
世
界
の
医
療
団
（
Ｍ
Ｄ

Ｍ
）
」
。
八
〇
年
、
イ
ン
ド
シ

ナ
の
ポ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
救
援
の

た
め
、
南
シ
ナ
海
で
活
動
し
て

い
た
仏
人
医
師
、
ベ
ル
ナ
ー
ル

・
ク
シ
ュ
ネ
ル
氏
ら
が
中
心
と

･ﾐｬﾝﾏｰ肢趙【崩●ﾙﾜﾝﾀﾞ鮪艦寵(圈

ﾀﾝ註趙淘)　●駿大難鶴趙(喊

@ﾊﾞﾝｸﾞﾗﾃﾞｼｭ

@ﾈﾊﾟｰﾙ･ﾌﾞｰ

●ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ雌鰻ﾌﾟﾛｼﾞIｸﾄ(囃　●ﾁzﾁヱﾝ騏趙嘸)

●ｻﾊﾘﾝ影瀧醒(噺

●ｱﾝｺﾞﾗ餌取勧醒(噺
●ｶﾝﾎﾞｼﾞｱ畔健ﾌﾞﾛｼﾞIｸﾄ(噺

●ｿﾏﾘｱ靫転勤{噺

’
な
っ
て
設
立
さ
れ
な
ご
″
シ
ュ

ネ
ル
氏
は
Ｍ
Ｓ
Ｆ
の
主
要
設

立
者
の
一
人
だ
が
、
Ｍ
Ｓ
Ｆ

と
運
営
路
線
の
遠
い
か
ら
Ｍ
Ｄ

Ｍ
設
立
に
卸
わ
っ
た
と
い
わ
れ

る
。

　
Ｍ
Ｄ
Ｍ
の
基
本
題
忿
は
「
助

け
る
、
治
摩
ｙ
る
」
に
卸
え
て

　
「
証
言
す
る
」
こ
と
。
悲
劇
発

生
の
原
因
を
医
療
救
世
回
勅
の

な
か
で
見
つ
め
、
そ
の
両
家
を

’
世
界
に
証
言
、
桃
瞭
に
よ
る
干

渉
を
試
み
て
い
る
。
設
立
以
来
、

湾
岸
戦
争
、
ル
ワ
ン
ダ
、
ソ
マ

リ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア
な
ど
世
界
各

地
で
幅
広
い
活
動
を
行
っ
て
き

た
。
現
双
ｎ
Ｅ
千
人
の
医
師
、

塀
謨
姉
、
支
援
ス
タ
ッ
フ
が
お

り
、
日
本
に
も
事
Ｓ
局
が
あ
る
。

Ｍ
Ｄ
Ｍ
も
活
動
賢
金
の
大
半
は

個
人
を
中
心
と
し
た
寄
付
金

で
、
賛
同
者
は
世
界
に
八
十
万

人
と
言
わ
れ
る
。

　
こ
の
ほ
か
に
も
小
盾
鰐
な
活

勣
を
続
け
て
い
る
世
界
の
医
療

Ｎ
Ｇ
Ｏ
は
い
く
つ
か
あ
る
が
、

純
然
た
る
医
療
Ｎ
Ｕ
Ｏ
以
外
で

医
療
救
援
活
動
で
多
く
の
実
臓

　
軍
考
委
員
会
座
長

　
　
　
　
　
浅
尾
新
一
郎

　
附
年
の
緒
方
貞
子
・
国
避
難

民
高
等
弁
一
宮
に
哨
く
受
貧
者

を
選
ぶ
第
二
回
読
売
国
際
協
力

賞
の
選
考
一
員
会
は
、
八
月
三

十
一
日
に
闘
か
れ
た
。

　
今
回
は
全
国
か
ら
個
人
十
件

・
団
体
四
件
の
合
計
十
四
件
の

応
募
が
寄
せ
ら
れ
た
。
昨
年
の

例
に
な
ら
い
、
こ
れ
を
読
売
新

聞
社
内
の
推
薦
委
員
会
が
個
人

三
件
・
団
体
一
件
の
計
四
件
に

絞
り
、
本
選
考
委
員
会
に
推
薦

が
あ
っ
応
。

　
こ
れ
を
受
け
て
、
選
考
委
員

会
で
は
、
各
候
哺
の
括
勣
な
ど

に
つ
い
て
事
務
局
か
ら
睨
明
を

浬
た
後
、
出
席
の
各
委
員
が

鴎
発
か
つ
熱
心
な
発
言
を
行
っ

た
。
各
候
補
に
対
ｔ
９
論
評
に

先
立
ち
、
公
募
の
方
法
や
選
考

の
基
準
に
つ
い
て
も
意
見
交
換

を
行
っ
た
。

　
襄
芝
駄
歿
に
推
一
の
あ
っ

た
候
補
一
件
に
つ
い
て
は
、
出

匯
し
な
委
員
一
人
ひ
と
り
尽
意

見
を
述
べ
、
欠
席
し
た
一
委
員

の
書
面
に
よ
る
見
解
も
紹
介
し

た
。
こ
れ
ら
を
聯
命
し
た
結
采
、

本
鳶
１
戴
篆
と
し
て
は
、
爛

救
援
活
動
だ
け
に
は
と
ど
ま
ら

な
い
が
、
戦
時
、
平
時
の
紛
争

地
や
自
然
災
害
発
生
地
な
ど
で

疫
病
の
発
生
予
防
活
動
に
欠
か

せ
な
い
組
織
だ
。

Ｕ

を
残
し
て
い
る
の
が
国
際
赤
十

字
（
乖
丁
字
国
際
委
員
会
、
国

際
邱
十
字
社
、
赤
新
月
社
運
盟
、

各
国
赤
十
字
社
）
だ
。

　
国
際
赤
十
字
の
活
動
は
医
療

長
年
の
国
際
活
動
評
価

場
】
致
で
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
読
売
国

際
協
力
糞
の
第
二
回
受
貧
者
に

決
定
し
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
を
迦
ん
だ
理
由

は
、
同
協
議
会
に
よ
る
長
年
に

わ
た
る
活
動
ぷ
り
、
受
賞
に
よ

る
国
際
的
な
効
果
、
国
内
外
の

広
い
地
域
で
の
救
援
医
療
活
動

を
外
国
人
ヽ
９
」
も
に
す
ぱ
や
く

展
咄
Ｕ
て
い
る
点
Ｉ
Ｉ
な
ど
を

評
価
し
た
も
の
だ
。

　
第
二
回
読
売
国
際
協
力
賞
の

候
補
に
あ
が
ｐ
な
が
ら
、
今
回

受
賞
さ
れ
な
か
っ
た
個
人
・
団

体
も
、
そ
れ
ぞ
れ
す
ぱ
ら
し
い

国
際
貢
献
を
果
た
し
て
い
る
。

選
考
委
員
会
座
長
と
し
て
深
い

感
銘
を
受
け
ス
ｙ
″
ｙ
″
石
に
、
今

後
求
す
豪
乖
の
活
動
を
期
待
し

て
い
る
。

　
　
　
　
◇

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
ほ
か
に
三
氏
が

最
終
扉
考
会
で
の
議
題
１
″
呑
れ

た
。
最
終
選
考
で
検
討
さ
れ
た

候
補
者
の
略
歴
は
以
下
の
通

り
。
（
順
不
同
、
敬
称
略
）

　
中
村
哲
―
八
四
年
以
来
、
パ

キ
ス
タ
ン
の
ペ
シ
ャ
ワ
ル
で
パ

キ
ス
タ
ン
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン

難
民
の
医
療
活
動
に
あ
た
っ
て

い
る
。
九
四
年
、
ペ
シ
ャ
ワ
ル

・
ハ
ン
セ
ン
病
奉
仕
合
を
設

（
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｄ
Ｒ
）
も
近
年
、
�

騨
な
存
在
に
な
っ
て
き
た
。

　
Ｊ
Ｍ
Ｔ
Ｄ
Ｒ
は
八
七
年
に

　
［
国
際
緊
急
援
助
隊
派
遣
法
］

が
成
立
し
て
以
来
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
な
ギ
丁
一

か
国
の
災
害
地
に
十
七
チ
ー
ム

が
派
浪
さ
れ
、
現
在
、
百
七
十

三
人
の
医
師
、
一
言
十
四
人
の

Ｕ
立
、
院
長
に
就
任
。

　
近
藤
亨
‐
３
七
六
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
専
門
家
と
し
て
ネ
パ
ー
ル

の
カ
ト
マ
ン
ズ
に
派
遣
さ
れ
九

〇
年
ま
で
ネ
パ
ー
ル
の
園
芸
開

発
に
尽
力
。
定
年
後
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
と
し
て
再
び
ネ
パ
ー
ル

に
渡
り
戻
察
知
潔
を
続
け
て
い

る
。
｀

　
田
中
哲
一
Ｔ
九
三
年
、
日
銀

か
以
犀
ル
ギ
ス
タ
ン
中
央
銀
行

総
裁
顧
問
に
就
任
。
金
融
、
則

政
政
策
決
定
に
寄
与
し
た
。
九

四
年
、
任
期
満
了
後
大
統
領
ら

の
要
請
で
キ
ル
ギ
ス
タ
ン
に
戻

咬
経
浹
政
策
の
ほ
か
日
本
と

の
文
化
交
流
に
も
支
献
し
て
い

る
。

脳
課
拷

　
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
次

の
通
り
。
（
五
十
音
順
）

国
際
交
流
茫
猫
寥
。
長

　
　
　
浅
尾
新
一
郎

国
湖
大
使

　
　
　
　
小
和
田
恒

サ
ン
ト
リ
ー
常
務
取
締
役

　
　
　
　
川
口
順
子

経
団
連
顧
問

　
　
　
　
佐
波
正
一

世
界
平
和
研
究
所
副
会
長

　
　
　
　
中
川
幸
次

読
売
新
聞
社
代
表
取
締
役

社
長
・
主
筆

　
　
　
　
渡
辺
恒
雄

月
、
同
会
議
の
Ｏ
Ｂ
を
核
に
し

て
ア
ジ
ア
で
の
医
療
官
甕
劃

と
研
修
を
行
う
Ｎ
Ｇ
Ｏ
［
Ａ
Ｍ

Ｄ
Ａ
］
を
発
足
さ
せ
弓
収
立

理
念
は
「
相
互
理
解
、
相
互
支

援
、
相
互
幸
せ
」
を
ス
テ
ッ
ブ

弧
良
き
医
療
、
良
き
将
来
」
。

　
以
後
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
は
着
実
に

実
績
を
重
ね
活
動
の
場
も
ア
ジ

フ
か
ら
世
界
に
拡
大
し
た
。
現

任
の
活
動
は
自
然
災
害
や
紛
争

地
で
の
人
道
的
医
療
と
日
常
の

こ
テ
ィ
ー
に
お
け

ネ
パ
ー
ル
の
ピ
ス
ヌ
村
、
カ
ン

ボ
ジ
ア
の
シ
フ
ヌ
ー
ク
病
院
精

神
科
再
建
プ
ロ
ジ
こ
ク
ト
な
ど

｜
望
、
イ
ン
ド
西
部
大
地
震
被
災

者
救
援
な
ど
に
医
師
急
緩
遣

さ
れ
た
。

　
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
の
名
を
世
評
に
知

ら
し
め
た
の
は
九
回
年
の
ル
ワ

ン
ダ
で
の
難
民
救
援
活
動
。
日

本
の
Ｐ
Ｋ
Ｏ
鄙
隊
派
遣
に
先
駆

一
力
、
緊
急
救
援
医
療
も
目
け
、
難
民
が
ひ
し
め
く
ザ
イ
ー

る
。
九
一
年
に
は
湾
岸
戦
争
で

被
災
し
た
ク
ル
ド
難
民
の
救

援
、
九
二
年
は
エ
チ
オ
ピ
ア
の

チ
グ
レ
州
難
民
へ
の
救
済
医

療
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
難
民
の
本
国

ル
の
ゴ
マ
キ
ャ
ン
ブ
に
日
本
人

医
師
ら
を
派
遣
、
世
界
の
医
療

Ｎ
Ｇ
Ｏ
に
ご
し
て
カ
レ
ヘ
ー
キ

ャ
ン
プ
の
診
療
所
を
運
営
す
る

実
眼
を
残
し
た
。

　
さ
ら
に
九
五
年
一
月
の
阪
神
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